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吉
田
会
長
を
団
長
と
す
る
12
名
の
福
岡
県

代
表
は
、
10
月
21
日
（
月
）、
午
後
4
時
30

分
に
「
ふ
く
お
か
会
館
」
の
ロ
ビ
ー
に
集
合

し
た
。
そ
の
夜
の
懇
親
会
は
、
福
岡
県
選
出

の
議
員
、
秘
書
の
方
々
の
訪
問
を
受
け
、
各

支
部
の
代
表
は
名
刺
を
手
渡
し
情
報
を
交
換

し
た
。
そ
の
後
、
支
部
の
代
表
は
自
分
の
信

条
や
現
状
な
ど
を
語
り
合
っ
た
。

　

翌
22
日
（
火
）
は
、
衆
議
院
議
員
会
館
に

出
向
き
、
要
望
活
動
を
行
っ
た
。
選
挙
区
ご

と
に
代
表
者
が
先
頭
に
立
ち
、
要
望
書
を
手

渡
し
、
約
2
時
間
の
要
望
活
動
を
行
っ
た
。

今
回
の
要
望
活
動
の
世
話
を
9
区
選
出
の
三

原
朝
彦
議
員
に
お
願
い
し
た
。中
村
秘
書
が
、

国
会
議
事
堂
見
学
、
昼
食
手
配
な
ど
3
時
間

の
案
内
・
誘
導
を
し
て
下
さ
っ
た
。
感
謝
い

た
し
ま
す
。

　

最
後
の
活
動
は
、日
比
谷
公
会
堂
で
の「
日

公
連
全
国
大
会
」
で
あ
る
。
約
１
５
０
名
の

国
会
議
員
が
勢
揃
い
し

た
会
場
は
壮
観
で
あ
っ

た
。
津
島
会
長
の
あ
い

さ
つ
は
熱
意
に
溢
れ
て

い
た
。
伊
吹
衆
議
院
議

長
と
海
江
田
民
主
党
委

員
長
が
「
退
職
公
務
員

の
た
め
に
は
党
派
を
乗

り
越
え
て
協
力
し
て
い

こ
う
」
と
発
言
さ
れ
、

会
場
は
大
き
な
拍
手
が

起
こ
っ
た
。
大
会
で
は
、
基
調
提
言
、
決
議
、

記
念
講
演
な
ど
が
あ
っ
た
。
す
べ
て
が
心
に

響
い
た
。
今
年
度
の
決
議
は
提
案
さ
れ
た
７

項
目
の
う
ち
、
①
社
会
保
障
改
革
（
年
金
・

医
療
・
介
護
）
に
当
た
っ
て
は
、
高
齢
者
の

負
担
が
過
重
に
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る

こ
と
②
組
織
の
拡
充
・
強
化
と
活
性
化
に
尽

力
す
る
こ
と
③
被
災
地
の
復
興
に
貢
献
す
る

こ
と
等
が
採
択
さ
れ
た
。

　

県
代
表
の
12
名
は
、
任
務
を
完
遂
し
た
喜

び
を
胸
に
抱
い
て
帰
福
し
た
。

　

7
月
4
日
（
木
）、
福

岡
天
神
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

に
て
、
平
成
25
年
度
年

金
等
学
習
会
が
開
か
れ
、

28
支
部
か
ら
73
名
、
退

職
校
長
会
か
ら
4
名
、

県
連
役
員
理
事
8
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

水
落
常
人
顧
問
を
講

師
に
迎
え
、
年
金
に
関

す
る
当
面
の
諸
問
題
や

組
織
強
化
策
等
に
つ
い

て
学
習
し
ま
し
た
。
参

加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は

傾
聴
し
、
学
習
会
で
理

解
を
深
め
た
事
を
各
支

部
へ
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

平
成
25
年
度��

日
公
連
全
国
大
会

場
　
所
／
日
比
谷
公
会
堂

開
催
日
／
10
月
22
日︵
火
︶

会　長 吉田　筑三
東　区 堀川　道良
中央区 佐田　昭雄
西　区 深江　法子
筑紫南 篠倉　邦男
若　松 永田　彰　
飯　塚 吉松　利文
浮　羽 坂手　進　
柳川みやま 松尾　秀樹
田川郡 宇野　淳子
豊前築上 御木　淳太
事務局 稲田　瑞穂

全国大会参加者

陳
情
し
た
12
名
の
県
代
表

平
成
25
年
度��

年
金
等
学
習
会

平
成
25
年
度��

日
公
連
九
州
地
区
連
絡
協
議
会

　

6
月
4
日
（
火
）、
5
日
（
水
）

の
2
日
間
、
大
分
ア
リ
ス
ト
ン
ホ

テ
ル
に
て
、
日
公
連
九
州
地
区
連

絡
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
福
岡
県

退
公
連
か
ら
は
吉
田
会
長
と
稲
田

事
務
局
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

九
州
の
各
県
の
代
表
か
ら
は
、

活
動
状
況
の
報
告
や
年
金
問
題
等

に
関
し
て
質
疑
応
答
や
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

水落顧問の講義の様子
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新支部長紹介

中
央
区
支
部
長

�

佐
田
　
昭
雄

　

会
員
数
が
48
名
で
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
年
一
回
の
総
会
と
見
学

会
な
ど
、
研
修
会
で
交
流
を
し
て
い

ま
す
。

筑
紫
北
支
部
長

�

北
嶋
　
司
朗

　

退
公
連
へ
の
加
入
者
が
減
少
し
て
い

る
。「
退
公
連
は
、
自
分
の
た
め
に
あ

る
の
だ
」
と
い
う
こ
と
の
意
味
を
、
も

う
一
度
み
ん
な
で
真
剣
に
考
え
た
い
。

八
幡
支
部
長

�

村
尾
　
稔

　

約
４
７
０
名
の
八
幡
支
部
の
会
長
と

し
て
、
会
員
の
絆
を
大
切
に
し
つ
つ
、

会
の
方
針
を
旨
と
し
、
八
十
路
を
元
気

に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

若
松
支
部
長

�

永
田
　
彰

　

第
二
の
人
生
を
闊
歩
さ
れ
て
い
る
皆

さ
ん
と
と
も
に
「
生
き
が
い
」「
笑
顔
」

を
醸
成
で
き
る
幸
せ
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
座
右
の
銘
「
感
謝
」

大
牟
田
支
部
長

�

永
井
　
暢
一

　

9
月
に
市
文
化
会
館
で
、
吉
田
筑
三

会
長
を
講
師
に
年
金
学
習
会
を
し
た
。

会
員
の
年
金
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
会
の
更
な
る
発
展
を
誓
い
合
っ
た
。

柳
川
み
や
ま

　
　
　
支
部
長

�

松
尾
　
秀
樹

　

会
員
の
高
齢
化
や
新
規
加
入
者
減
の

実
態
か
ら
、
支
部
の
ま
と
ま
り
と
会
員

の
絆
を
深
め
る
組
織
強
化
に
取
り
組
み

た
い
。趣
味
は
山
登
り
と
海
釣
り
で
す
。

八
女
支
部
長

　
樋
口
　
順
一
郎

　

年
々
加
速
化
す
る
会
員
減
の
中
で
、
仲

間
の
あ
た
た
か
い
心
遣
い
に
励
ま
さ
れ
て

お
り
、
絆
を
大
事
に
す
る
こ
と
で
輪
を

広
げ
、
組
織
を
維
持
発
展
さ
せ
た
い
。

三
潴
大
川
支
部
長

�

冨
安
　
斗

　

今
回
、
幸
か
不
幸
か
支
部
長
に
推
薦

さ
れ
ま
し
た
。
推
薦
を
受
け
た
以
上
は

会
の
運
営
発
展
に
尽
く
し
ま
す
。
趣
味

は
ス
ポ
ー
ツ
（
登
山
、テ
ニ
ス
）、書
道
。

早良区支部
女性部長
鍋山　徳子

朝倉支部
女性部長
鬼木　弘子

三潴大川支部
女性部長
坂井　保子

浮羽支部
女性部長
馬淵　定子

門司支部
女性部長
乾　節子

小倉支部
女性部長
河野　俊子

田川市支部
事務局長
重藤　喜彦

小郡三井支部
事務局長
帆足　徳男

三潴大川支部
事務局長
久良木　直文

八女支部
事務局長
樋口　順一郎

田川郡支部
事務局長
異儀田　実

若松支部
事務局長
野口　順弘

八幡支部
事務局長
宮房　史郎

筑紫北支部
事務局長
重松　正治

城南区支部
事務局長
塩原　義允

飯塚支部
事務局長
田中　博之

新
女
性
部
長
紹
介

新
事
務
局
長
紹
介
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『
生
き
が
い
と
笑
顔
で
』

�

支
部
活
動
の
取
り
組
み

若
松
支
部
長
　
永
田
　
彰

会
報
に
報
告
を
密
に
。
意
識
の
喚
起
と
し
て

重
要
）

◇
新
年
交
流
会
（
料
理
・
座
席
案
内
は
丁
寧
に
。
終

了
後
、会
報
で
報
告
。
意
識
の
喚
起
と
し
て
重
要
）

◇
音
楽
会
、
落
語
独
演
会
、
諸
芸
術
活
動
の
共
催
・

後
援
、
年
3
～
4
回
は
実
施
。

⑤
会
員
学
習
会
（
1
、
年
金
に
つ
い
て　

2
、
学
校
訪

問
・
給
食
試
食
会　

3
、
研
究
発
表
会　

4
、
学

校
開
放
週
間
）

2
組
織
充
実
の
取
り
組
み

①
会
員
獲
得
の
努
力

現
役
の
年
齢
一
覧
表
を
基
に
、
会
員
獲
得
の
努
力

を
し
て
い
る
。
在
職
中
か
ら
交
流
を
図
り
退
職
時

に
ス
ム
ー
ズ
に
入
会
で
き
る
環
境
整
理
を
し
て
い

る
。
準
会
員
の
獲
得
（
趣
旨
に
賛
同
者
）〈
情
報
の

共
有
〉

②
お
互
い
の
情
報
を
共
有

若
松
支
部
は
ま
ず
退
公
連
に
入
会
す
る
場
合
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で
き
る
も
の
を
「
自

己
申
告
」
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
ま
た
、
支
部
が

掌
握
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
紹
介
。
生

き
が
い
の
出
会
い
提
供
・
発
見
。〈
信
頼
関
係
の

醸
成
〉

3
地
域
の
諸
活
動
に
協
力
す
る
取
り
組
み

▽
ス
ク
ー
ル
ヘ
ル
パ
ー
（
安
心
・
安
全
支
援
、
学

習
支
援
、
登
下
校
支
援
、
見
守
り
）
▽
ア
フ
タ
ー

ス
ク
ー
ル
（
基
礎
学
力
の
充
足
）
▽
障
害
者
支
援

サ
ー
ク
ル
▽
留
学
生
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
▽
地
区

自
治
会
・
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
▽
小
さ
な
親
切
運
動

▽
教
育
賛
助
会
▽
市
民
セ
ン
タ
ー
ク
ラ
ブ
紹
介
▽

防
災
防
犯
活
動
員
▽
交
通
指
導
員
▽
児
童
に
読
み

聞
か
せ
活
動
会
員
▽
独
居
老
人
へ
の
支
援
、
見
守

り
訪
問
活
動
等

※
そ
の
他
の
活
動
は
割
愛
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

若
松
支
部
は
『
生
き
が
い
と
笑
顔
で
』
を
合
言
葉
に

活
動
を
続
け
て
い
る
。

　

私
た
ち
は
、
現
役
の
時
は
公
僕
と
し
て
社
会
に
い
ろ

い
ろ
な
形
で
貢
献
し
て
来
た
と
い
う
自
負
が
あ
る
。
今

は
、
現
役
を
去
っ
て
は
い
る
が
、
一
人
ひ
と
り
を
み
れ

ば
永
い
年
月
を
か
け
て
培
っ
た
素
晴
ら
し
い
能
力
を

持
っ
て
い
る
。
そ
の
能
力
を
、
現
役
世
代
に
役
立
て
る

こ
と
は
、
一
つ
の
権
利
で
あ
り
、
義
務
と
考
え
る
。
さ

ら
に
、
健
康
を
維
持
し
、
楽
し
い
と
生
活
を
営
む
こ
と

も
社
会
貢
献
の
一
助
で
あ
る
と
考
え
る
。

1
支
部
の
定
例
事
業

①
役
員
9
名
、
役
員
定
例
会
議
を
月
1
回
行
い
、
会

員
の
動
態
の
情
報
交
換
。
変
化
に
は
迅
速
に
対
応
、

さ
ら
に
「
会
報
」
に
反
映
す
る
取
り
組
み
を
し
て

い
る
。

②
総
会　

総
会
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ど
こ
の
支
部
と
も
あ

ま
り
変
わ
り
が
な
い
と
思
う
。
た
だ
、
終
了
後
の

手
立
て
次
第
で
、
1
年
間
の
活
動
の
参
加
数
が
左

右
さ
れ
る
。
そ
の
1
つ
の
手
立
て
と
し
て
、
以
下

参
照
。

◇
総
会
終
了
後
、
2
日
以
内
に
記
念
写
真
と
お
礼
状

を
送
付
す
る
。（
1
枚
は
全
体
写
真
、
2
枚
目
は

個
人
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
組
写
真
）
感
謝

の
声
を
も
ら
う
。〈
所
属
感
・
存
在
感
の
醸
成
〉

◇
総
会
に
は
必
ず
、
若
松
区
長
・
小
中
学
校
長
会
長

の
出
席
を
依
頼
。〈
会
の
価
値
意
識
の
高
揚
〉

③
会
報　

年
3
回
（
Ｂ
5
、
6
ペ
ー
ジ
）
本
部
か
ら
の

新
聞
を
一
緒
に
発
送
〈
経
費
の
節
約
・
メ
ー
ル
便
〉

会
報
は
、
会
員
の
情
報
を
主
に
し
て
い
る
。〈
会
員

の
絆
を
強
く
す
る
最
た
る
手
段
〉

④
親
睦
と
会
員
の
絆
の
構
築

◇
バ
ス
ハ
イ
ク
研
修
（
案
内
は
詳
細
に
、終
了
後
、

全
国
研
修
会
提
出
レ
ポ
ー
ト

部
で
独
自
の
敬
老
表
彰
の
規
約
を
定
め
、
敬
老

表
彰
者
を
80
歳
（
傘
寿
）
90
歳
（
卒
寿
）
の
高

齢
者
へ
広
げ
、
ま
た
、
女
性
部
に
よ
る
表
彰
対

象
者
へ
記
念
品
を
作
り
、
県
表
彰
と
一
緒
に
表

彰
式
を
行
い
、
寿
詞
、
記
念
品
等
の
授
与
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

先
輩
へ
の
敬
意
、
祝
意
を
表
す
と
同
様
に
、
現

職
公
務
員
へ
の
退
公
連
活
動
状
況
、
意
義
な
ど
啓

発
活
動
に
努
め
る
こ
と
も
大
切
で
、組
織
を
固
め
、

広
げ
て
い
く
上
で
理
解
を
得
る
に
は
多
く
の
努
力

が
必
要
だ
と
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

退
職
公
務
員
の
年
金
、
医
療
、
介
護
な
ど
生
活

は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
退
職
公
務
員
は
、
退
公
連
発
足
の
昭
和

23
年
の
原
点
に
立
ち
戻
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

当
時
の
恩
給
（
年
金
）
で
は
米
も
わ
ず
か
し
か
買

え
ず
、
退
職
後
も
内
職
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
で
、

細
々
と
暮
ら
し
た
先
輩
諸
氏
の
苦
労
を
決
し
て
忘

れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

大
牟
田
支
部
で
は
、
発
足
当
時
の
原
点
に
戻

り
、
諸
先
輩
が
開
拓
さ
れ
た
苦
労
の
道
を
念
頭

に
敬
老
表
彰
の
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
支

退
公
連
は
ど
ん
な
団
体
か

八
女
支
部
長
　
樋
口
　
順
一
郎

　

今
年
度
、
八
女
支
部
副
支
部
長
か
ら
支
部
長
に

昇
格
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
下
部
組
織
で
あ
る

黒
木
班
の
班
長
も
兼
任
し
て
い
る
。
か
つ
て
八
女
支

部
は
約
６
０
０
名
の
会
員
を
擁
し
て
い
た
が
、
現
在

１
８
０
名
に
減
少
、
こ
こ
で
退
公
連
の
あ
り
方
に
つ

い
て
自
分
な
り
に
考
え
て
み
た
い
。

　

平
成
9
年
3
月
、
公
立
学
校
を
定
年
退
職
し
た
が

身
近
な
先
輩
の
勧
め
で
4
月
中
旬
に
入
会
と
同
時

に
、
黒
木
班
総
会
を
兼
ね
た
大
型
貸
切
バ
ス
に
よ
る

日
帰
り
旅
行
に
参
加
し
た
。
諸
先
輩
方
と
の
ふ
れ
あ

い
懇
親
が
で
き
楽
し
い
1
日
だ
っ
た
が
、
こ
の
時
点

で
「
退
公
連
は
親
睦
団
体
」
だ
と
受
け
と
め
た
。

　

先
輩
か
ら
の
受
け
継
ぎ
で
黒
木
班
世
話
人
か
ら
副

班
長
、
そ
し
て
班
長
、
さ
ら
に
八
女
支
部
副
支
部
長

へ
と
役
職
を
受
け
て
い
く
中
で
、
私
た
ち
の
生
活
の

基
盤
で
あ
る
年
金
問
題
を
学
習
す
る
機
会
が
増
え
、

こ
の
時
点
で
「
退
公
連
は
会
員
の
生
活
を
守
る
た
め

の
団
体
」
だ
と
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

八
女
支
部
副
支
部
長
は
組
織
部
長
も
兼
任
、
発
言

の
機
会
も
多
く
な
り
、
退
公
連
新
聞
の
過
年
度
分
も

含
め
隈
無
く
目
を
通
す
よ
う
に
な
っ
た
。
先
輩
が
残

さ
れ
た
記
録
に
つ
い
て
も
精
査
、
特
に
昨
年
度
は
全

国
大
会
に
も
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
、
目
か
ら
鱗
が
落

ち
る
思
い
に
な
っ
た
。
経
済
成
長
の
停
滞
、
少
子
高

齢
化
に
よ
る
人
口
構
造
の
変
化
等
で
年
金
が
本
来
の

機
能
を
発
揮
で
き
な
い
状
況
は
世
界
的
な
共
通
問
題

で
あ
る
。
退
公
連
活
動
が
会
員
の
生
活
を
守
る
施
策

に
限
定
す
る
こ
と
は
社
会
の
共
感
が
得
ら
れ
な
い
だ

け
で
な
く
、
持
続
可
能
な
年
金
受
給
は
不
可
能
な
こ

と
に
な
る
。
社
会
に
関
わ
る
費
用
を
あ
ら
ゆ
る
世
代

が
公
平
に
分
か
ち
合
え
る
よ
う
に
し
、
自
助
、
共
助
、

公
助
に
よ
る
助
け
合
い
の
仕
組
み
を
通
し
て
持
続
可

能
な
年
金
制
度
の
構
築
が
、
退
公
連
の
上
部
団
体
で

あ
る
一
般
財
団
法
人
日
本
退
職
公
務
員
連
盟
の
役
割

で
あ
る
。「
退
公
連
は
、
親
睦
団
体
と
同
時
に
要
望
団

体
で
、
さ
ら
に
は
持
続
可
能
な
公
務
員
の
年
金
制
度

構
築
を
求
め
る
団
体
」
で
あ
る
。
会
員
仲
間
の
絆
を

大
切
に
、
本
会
の
維
持
発
展
に
努
め
て
い
き
た
い
。

大
牟
田
支
部  

前
支
部
長
　
猿
渡
　
恒

今
、
退
公
連
発
足
当
時
の
原
点
に
戻
る
べ
き

支
部
活
動
紹
介
①
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前
日
、
宿
舎
の
ふ
く
お
か
会
館

で
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
代
議
士
事
務
所
に
事
前
連
絡
さ

れ
て
い
た
の
で
、
会
食
が
始
ま
る

頃
に
は
代
議
士
本
人
や
秘
書
の
方

な
ど
皆
さ
ん
が
あ
い
さ
つ
に
見
え

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
一
人
遅
れ

て
き
た
代
議
士
が
い
ま
し
た
。
河

野
正
美
議
員
で
す
。
伊
豆
大
島
に

災
害
視
察
に
行
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。
ど
う
ぞ
ご
一
緒
に
と
な
っ

て
、
懇
談
に
加
わ
り
ま
し
た
。
政

界
の
実
情
な
ど
面
白
い
話
が
聞
け

ま
し
た
。

　

翌
日
は
国
会
陳
情
で
す
。
三
原
事

務
所
の
中
村
秘
書
に
案
内
い
た
だ

き
、
各
代
議
士
事
務
所
を
円
滑
に

陳
情
で
き
ま
し
た
。
鳩
山
事
務
所

で
は
議
員
本
人
に
陳
情
し
ま
し
た
。

娘
さ
ん
が
福
岡
市
西
区
に
住
ん
で

い
て
、
議
員
が
博
多
湾
で
魚
釣
り

を
し
て
い
る
話
な
ど
、
和
や
か
な

雰
囲
気
で
し
た
。
陳
情
を
終
え
て

思
っ
た
の
は
世
襲
議
員
が
多
い
事

で
す
。
大
会
は
全
国
か
ら
の
参
加
者

で
盛
況
で
し
た
。
議
員
の
皆
さ
ん

が
多
数
来
賓
出
席
し
て
い
ま
し
た
。

組
織
は
力
だ
な
、
と
感
じ
ま
し
た
。

表
彰
式
で
愛
知
県
が
37
年
連
続
会

員
増
で
表
彰
さ
れ
た
の
は
驚
き
で

し
た
。
そ
の
秘
訣
を
学
び
た
い
も

の
で
す
。

筑
紫
南
支
部
長
　
篠
倉
　
邦
男

初
参
加
し
て

　

10
月
21
日
（
月
）、
16
時
半
、
県

本
部
の
吉
田
会
長
、
稲
田
事
務
局

長
、
支
部
代
表
合
わ
せ
て
12
名
が

「
ふ
く
お
か
会
館
」
に
集
合
し
た
。

情
報
交
換
会
に
国
会
議
員
、
秘
書
が

激
励
に
来
ら
れ
た
。

　

翌
日
午
前
、
衆
議
院
議
員
会
館
で

本
県
出
身
の
国
会
議
員
11
名
へ
陳

情
、
請
願
を
行
っ
た
。
全
員
で
行
動

し
陳
情
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
各
選

挙
区
と
関
係
深
い
支
部
代
表
が
訴

え
た
。
議
員
や
秘
書
の
方
は
真
剣
に

応
対
頂
き
心
強
く
感
じ
た
。
そ
の
後

１
時
間
か
け
て
国
会
議
事
堂
内
の

見
学
を
し
て
昼
食
を
と
っ
た
。

　

午
後
、
全
国
大
会
が
日
比
谷
公
会
堂

で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
１
，
３
０
０

名
の
会
員
が
一
堂
に
会
し
１
５
０
名
の

国
会
議
員
が
拍
手
で
紹
介
さ
れ
た
。
会

場
は
熱
気
に
あ
ふ
れ
津
島
雄
二
新
会

長
の
所
信
表
明
に
は
じ
ま
り
、
基
調

提
言
、
決
議
文
の
朗
読
、
記
念
講
演

と
進
み
「
故
郷
」
の
大
合
唱
で
閉
会

し
た
。

　

こ
の
２
日
間
を
通
し
て
、
日
本
退

職
公
務
員
連
盟
の
存
在
の
大
き
さ

を
身
を
も
っ
て
感
じ
、
新
会
長
の
も

と
、
さ
ら
な
る
組
織
強
化
の
推
進
に

尽
力
し
た
い
と
思
っ
た
。
こ
の
機
会

を
与
え
て
頂
い
た
本
部
に
感
謝
し

て
会
場
を
後
に
し
た
。

さ
ら
な
る
組
織
強
化
へ

柳
川
み
や
ま
支
部
長

　
　
　
　
　
　
　
松
尾
　
秀
樹

　

今
回
田
川
郡
支
部
の
代
表
と
し

て
本
大
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
20
年
ぶ
り
の
東
京
な

の
で
心
配
で
し
た
が
、
吉
田
会
長

さ
ん
、
稲
田
事
務
局
長
さ
ん
の
行
き

届
い
た
温
か
い
お
世
話
で
、
何
の

心
配
も
な
く
最
後
ま
で
楽
し
く
有

意
義
な
参
加
が
で
き
ま
し
た
。
お

二
人
に
は
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
回
は
私
と
も
う
一
人
女
性
の

方
の
参
加
が
あ
り
、
年
齢
も
近
く

共
通
す
る
話
題
も
多
く
、
終
始
楽

し
く
、
ま
た
と
て
も
助
か
り
ま
し

た
。
県
下
に
は
女
性
の
会
員
も
多

く
お
ら
れ
ま
す
。
今
後
は
多
く
の

女
性
の
参
加
を
強
く
お
勧
め
し
た

い
で
す
。

　

退
職
し
て
年
々
世
間
が
狭
く
な

り
、
ぬ
る
ま
湯
の
中
で
生
活
し
て

い
ま
す
が
、
久
々
に
大
き
い
大
会

に
参
加
し
、
活
気
に
満
ち
た
東
京

の
様
子
に
触
れ
て
、
気
持
ち
が
高
ぶ

り
若
か
っ
た
頃
の
自
分
に
戻
っ
た

気
分
で
し
た
。
ま
た
若
い
国
会
議

員
さ
ん
が
多
く
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
で
真
摯
な
お
姿
を
拝
見
し
て
、

と
て
も
頼
も
し
く
、
ま
た
羨
ま
し
く

も
あ
り
ま
し
た
。
自
分
と
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
感
じ
淋
し
い
気
持
ち
に
な
っ

て
い
る
自
分
に
苦
笑
い
し
な
が
ら
、

飛
行
機
に
乗
り
ま
し
た
。

田
川
郡
支
部
　
　
宇
野
　
淳
子

活
力
に
満
ち
た
大
会

　

昭
和
恐
慌
、
満
州
事
変
、
二
二
六

事
件
、
太
平
洋
戦
争
、
敗
戦
等
々

と
86
年
間
の
激
動
の
歴
史
を
刻
ん

だ
古
色
蒼
然
と
し
た
日
比
谷
公
会

堂
で
「
誇
り
新
た
に
」
を
信
条
に

活
動
を
続
け
る
日
公
連
創
立
66
周

年
全
国
大
会
に
参
加
し
た
こ
と
は
、

私
に
と
っ
て
、
誓
い
を
新
た
に
す

る
有
意
義
な
機
会
だ
っ
た
。

　

大
会
の
前
に
三
原
朝
彦
議
員
の
第

一
秘
書
中
村
正
義
氏
の
的
確
な
気
配

り
で
、
福
岡
選
出
の
衆
議
院
議
員
全

員
と
の
出
会
い
が
で
き
た
こ
と
、
さ

ら
に
、
国
会
議
事
堂
、
天
皇
の
お
休

み
ど
こ
ろ
、
衆
議
院
議
長
室
等
の
見

学
が
で
き
た
こ
と
も
幸
運
だ
っ
た
。

　

前
日
、
宿
泊
し
た
ふ
く
お
か
会

館
で
は
福
岡
県
選
出
の
議
員
の
表

敬
訪
問
を
受
け
、
退
公
連
の
重
さ

を
感
じ
た
。
日
頃
見
せ
な
い
議
員

の
素
顔
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
も
収
穫
だ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
10
名
の
支
部
長
と
吉
田

筑
三
会
長
、
稲
田
瑞
穂
事
務
局
長

と
の
旅
先
で
な
い
と
で
き
な
い
交

誼
は
、
連
帯
と
強
い
絆
の
醸
成
に

発
展
す
る
良
い
機
会
だ
と
思
っ
た
。

残
念
な
の
は
、
せ
っ
か
く
全
国
の

会
員
が
集
ま
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
、

何
ら
か
の
形
で
の
交
流
が
あ
れ
ば

素
晴
ら
し
い
情
報
が
得
ら
れ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

若
松
支
部
長
　
　
永
田
　
彰

誓
い
を
新
た
に

支
部
活
動
紹
介
②

　

福
岡
県
退
職

公
務
員
連
盟
小

倉
支
部
女
性
部

の
主
な
活
動
内

容
は
、
賀
寿
の

お
祝
い
と
組
織

強
化
の
取
り
組

み
で
す
。

　

今
年
の
9
月

に
開
催
し
た

「
敬
老
会
」
で

は
、
卒
寿
・
米
寿
・
喜
寿
を
迎
え
ら
れ
た

45
名
の
方
に
、
福
岡
県
退
職
公
務
員
連
盟

か
ら
は
寿
詞
と
記
念
品
、
小
倉
支
部
か
ら

は
お
祝
い
の
品
を
贈
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
女
性
部
で
は
、
事
前
に
協
議
し

て
、
お
祝
い
の
品
を
決
定
し
、
商
品
の
発

注
、
袋
詰
め
、
記
名
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

敬
老
会
当
日
は
、
寿
詞
・
記
念
品
等
の

伝
達
・
贈
呈
の
際
に
、
賀
寿
者
の
名
前
の

読
み
上
げ
と
寿
詞
を
支
部
長
に
手
渡
す

仕
事
を
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
参
加
者
全

員
に
、
お
茶
と
お
菓
子
の
詰
め
合
わ
せ
を

配
布
す
る
と
い
う
初
め
て
の
試
み
も
実

施
し
ま
し
た
。
敬
老
会
は
、
女
性
部
を
は

じ
め
、
三
役
・
各
専
門
部
が
協
力
し
て
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
退
職
公
務
員
連
盟
へ
の
入
会

勧
誘
や
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
て
退
会

防
止
に
寄
与
す
る
な
ど
、
微
力
な
が
ら
組

織
強
化
へ
の
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

小
倉
支
部
女
性
部
の

�

活
動
を
振
り
返
る

小
倉
支
部
　
河
野
　
俊
子
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